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北海道大学f，2I学生センター紀要 第14号 (2010) [予定践報告]

日本語イブニング・コース中間報告

山下好孝・本間淳子・田中里実

要 回
目

本稿は、 2010年度秋学期期間 (2010年10月一2011年2月)に北海道大

学留学生センターにおいて実施されている「日本語イブニング・コース」

の活動内容と実績についての中間報告である (10月・ 11月分)。日本語

イブニング・コースは、北海道大学の留学生・外国人研究員およびその

家族を対象とし、留学・研究生活がスムーズに遂行されるよう日本語の

クラスを提供するものである。特徴としてあげられるのは、 1)日本語

クラスの内容を企図・実施するインストラクター(学習サボーター)が、

北海道大学の学部学生・大学院生らであること、受講者は、 2) まずプ

レ・クラスに参加してイブニング・コースのプログラムに慣れ、その後、

3)インストラクターが企画したグループ・レッスンを選択するか、あ

るいは、 4) インタピュー・タイムに参加するという形式である。また

グループ・レッスン終了後にアフター・セッションとして交流を深める

参加者の姿も見られる。 10月と11月の二ヶ月間で、延べ参加人数は560

名(受講者330名・インストラクター230名)、グループ・レッスンの実

施待問数は78.5時間であった。

{キーワード}プレ・クラス インタピ、ユー・タイム アフター・セッ

ション コースの柔軟性北大リピーター

1. イブニング・コース設置の経緯

北海道大学における留学生数は、 2010年度に1400名を超え、今後もます

ます増加の予定である。国の施策としての「留学生30万人計画j が進めら

れているが、これは1983年に策定された「留学生10万人計画」とは性格の

異なるものであるO 後者は、国際貢献の一環として策定され、今世紀初頭

に達成された。その後、新たに提案された「留学生30万人計画」は、少子

高齢化を迎えた日本が労働者不足と直面する際に、日本の高等教育機関を

修了し、日本語・日本文化を理解した学生たちに、その問題解決の一助と
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なってもらうことを念頭においているO そのような状況下での日本語教育

は従来のものと向じで良いはずがない。

北海道大学における留学生の特徴として、過半数が男性、全体の約 6割

が医学、歯学、理学、工学等の理系学部・研究科に在籍し、また全体の約

7割が大学院の在籍者であることが報告されている(青木・高橋2009)。

大学院生は比較的年齢層が高く、約半数以上が既婚者で、家族帯同者の割

合も高い。医系では47.3%、理系で20.2%、文系で6.7%の学生に子ども

がいることが報告されている(北海道大学曽学生センター留学生指導専門

委員会2009)0

北海道大学正規の留学生・外国人研究員には、留学生センターの「一般

日本語」科目 1)が、またその家族のためには、北海道大学国際婦人交流会

が主催するボランテイア日本語クラス「日本語サロン」の授業2)が提供さ

れている O しかし、留学生の増加とともに、それらの開講時間には受講で

きない留学生や、子どもの世話などで昼間の時間帯には参加できない留学

生の家族が多くなっている O また、博士課程在籍者・研究者の家族(夫人)

たちは、滞日期間が 3~5 年の長期に及ぶ場合もあるが、「日本語サロンJ

は、入門・初級の 2期間のみであるため、初級後半以上の日本語力を身に

つけたいと考える家族たちには、学ぶ場所が十分には提供されていない。

それらの学習者の需要に対応し、北海道大学での留学・研究生活がスム}

ズに遂行されるように、 2010年度後期に「日本語イブニング・コース」の

開講を提案した。

以下に、「日本語イブニング・コース」の10月 .11月の期間についての

詳細を述べる。

2. コースの概要
「日本語イブニング・コース」は、 2010年10月5日に開始され、 2011年

2月までを開講期間と予定している。 10月・ 11月の前半2ヶ月聞に、延べ

参加人数は受講者330名・インストラクター(学習サボーター)230名(合

計延べ参加人数560名)であった(表1)。参加人数の推移は図 lのとおり

である。

この期間に実施されたグループ・レッスンは78.5時間(プレ・クラスを

含まない)であった。受講者は、上述のように、日本語学習機会が限られ

ている留学生・研究員、および、その家族であるが、「一般日本語J科目

ハh
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表1 イブニング・コースの参加人数 (10月 .11月分)

l 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

学生 インストラクター

10月15日 28 35 

10月19日 29 28 

10月22日 32 23 

10月26日 22 23 

10月29日 32 17 

11月2日 33 20 

11月9日 35 14 

11月12日 24 15 

11月16日 27 13 

11月19日 14 13 

11月26日 28 13 

11月30臼 26 16 

計 330 230 

図l陶イブニング・コースの参加人数の推移

参加人数

言十
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!留学生ロインストラクターi

を履修中の学生も受け入れた。また、近年、著しく増加している帯同家族

の子弟の参加もあった。一方、インストラクターは、北海道大学の学生・

院生・職員を中心としてi幅広く募集を行った。日本語教育を目指す学生・

院生らと日本語ボランテイアグループの人材活用も図られ、ネットワーク

化も視野に入れた。コース開始前に行われたインストラクターの説明会に

は、総勢46人の参加があり、コース開始時には35人がインストラクター希

望者として参加した。
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3. 活動内容
続いて、イブニング・コースに特般的な活動である「プレ・クラス」と

「インタピ、ユー・タイム」について紹介する。

3.1 プレ・クラス

プレ・クラス担当者{山下)は、 1992年より北海道大学留学生センター

に勤務し、また、札幌市内外の日本語ボランテイア教室の参加者とも交流

の機会を多くもってきたO 日本語ボランティア教室をめぐる様々な悩みと

しては、「適切な教材がない」、「学習者が継続して来ない」、そして何にも

増して、「コース開講中に新たな希望者が間断なく現れる」ことがあげら

れる。最善の対応策としては、クラス数を増やしてレベルを細分化し、新

たな受講生に対応することであろうが、ボランテイアグループの人的リ

ソース・教室・時間などが十分であることはない。この問題は、ボランテイ

アグループに限らず、あらゆる日本語教育機関に共通している課題でもあ

ろう。

北海道大学留学生センターでは、 2008年震より 8週間単位のクォーター

制度を導入した。これは、従来の議後期のセメスターの学期途中にi度目す

る日本語受講希望者(初級者)をスムーズに受け入れることをめざしたも

のである O しかし、クォーター制度の導入後にも、コース開始後2遇間に

新たな受講希望者が現れたり、コース終了間近に渡日の連絡が来たりする。

このような受講希望の学生たちに十分対応するためには、絶えず、新しい

学生を受け入れるシステムが必要であると痛感した。さらに、可能な限り

低額のコストで実施するための方策は、筆者自身の長年の課題でもあった。

そこで、今回、日本語イブニング・コースの開講にあたって導入したの

が、「プレ・クラス」である O イブニング・コースに登録した受講生は、

まずl間約 l時間程定、プレ・クラスに参加することになる。プレ・クラ

スは、留学生センターのラウンジで行われる O 一端にプロジェクターのス

クリーンを設置し、その前に、二重の長円形を描くように、向かい合わせ

にイスを配置した。内側のイスには受講者が、外側のイスにはインストラ

クターが座る。 18時の開始前から受講者が徐々に集まり始め、 19時近くま

で三々五々、受講者が集まってくる O 出席は参加要件ではないため、誰が

いつ参加するかは未定である O

プレ・クラスは、全く日本語を学習した経験のない学生にも参加できる

0
0
 

1
よ



アクテイピティから始められる。たとえば、スク リーンに数字を映し出し、

日本語の基本的な発音を練習する、絵を映し出し、物の名前を覚えるなど

の活動である。また、受講者の緊張をとりのぞくために、 「タッピング ・

タッチ」 3)という技法を取り入れて、 2人組みになり、相手の肩を軽く 叩

きながら、数字を数えていく練習も行った。これらの活動を通じて、どの

受講生がリアル・ビギ十ーかが、外円に座って学習者を観察しているイン

ストラクターにとって明らかになる。プレ ・クラスの様子を写真l、プレ・

クラス前に受講者が名札などを受け取る受付の様子を写真2に示す。

写真1:プレ ・クラスの様子 写真2:受付の様子

次には、ひらがなカードを使った活動がある。この段階になると、ひら

がな未習者はついてこられなくなり、インス トラクターの中から、ひらが

な未習者に対するクラスが提案される。これらの受講者とインス トラク

ターは、ラウンジから小教室へ移動する。プレ・クラス開始後の30分、 18

時半ごろになると、各受講者は自分のレベルに合ったクラスに移動してい

く。

ラウンジでは、ひらがな既習者を対象として文法知識が必要とされる活

動が始められる。たとえば、動詞の辞書形とその動作を組み合わせたTP

R (Total Physical Response)などである。また、歌の練習も行われた4)。

通常、歌の指導というと歌詞カードを配布することを想像されるだろう。

プレ・クラスでは、「ひらがな一文字(単ひらがな)Jのみをスクリーンに

投影し、受講生が発音する。次に、文節ごとに区切られた歌詞を提示し、

意味が明らかにされる。ここで、プロジェクターのスピーカ一機能によっ

て、準備された歌が紹介される。最後には、歌詞全体をふりがな付の漢字

仮名交じり文で提示し、全員で一緒に歌う。

プレ ・クラスは、あくまでも受講者のメンタル ・ケアを兼ねた活動であ

り、日本語プロパーの活動ではない。北海道での訪れの早い冬を、国を離
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れた留学生・研究員らが仲間と過ごす場所としても提供しているのであ

る。特に、新たにi度目した受講者にとっては、同郷者と知り合う場であり、

また、他の受講者と情報を交換する場ともなっている O

プレ・クラスは19時前後に終了し、各グループ・レッスンに移動する受

講者も多い。しかし、それを決めかねている受講者のために、「インタ

ビュー・タイム」を設けている。インストラクターたちが、受講者との交

流も兼ねて、日本語でインタビューを行うというものである。特に、イブ

ニング・コース開始直後は、個別グループ・レッスンが開講されていな

かったこともあり、インタピ、ユー・タイムは盛況であった。日ごろ、外国

人と接する機会のない北大の事務職員や学部生たちは、当初、英語力を不

安に感じ、萎縮しているようであった。しかし、受講生たちと話すうちに、

日本語や英語を交えた会話が終了時聞を過ぎても続いていることが観察さ

れた。各グループ・レッスンが多数、提案されると、インタビュー・タイ

ムに参加する受講生もインストラクターも少なくなった。しかし、このよ

うな交流の場を設けることにはいくつもの意義がある O インタビューを通

じて、受講者がどのようなコースを望んでいるのか、日本語力がどの程度

であるのかといった情報を得る格好の機会であった。当初、暫定的に始め

られたイブニング・コースのこのフォーマットは、その後も継続されてい

るO 図2はこのフォーマットを図示したものである O

図2:イブニング・コースのフォーマット

インストラクター

、時(時

間
匹oo~1

受講者の ~p には、ひらがなを覚えられずにプレ・クラスに参加し続けて
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いる学生もいる。正規の一般日本語クラスでは教室の隅で小さくなってい

る学生も、イブニング・コースでは、リラックスして、ミスを恐がらずに

大きな声で練習している。イブニング・コースは、あくまでも正規のコー

スとは異なる位置づけなのである。留学生・研究員の数が増加し、 教職員

の目が届きにくくなった今日、必要な活動であると考える。

イブニング・コースの初年度の活動は、2011年2月までの予定であるが、

その問、いつ新しい学生が参加しでもいいように、プレ・クラスは常時開

講の予定である。

3.2 グループ・レッスン

グループ・レッスンとは、参加しているインストラクターが個々に提案

し、 5名以上の受講者が集まった場合に成立するものである。写真3はグ

ループ・レッスンを提案するインストラクターの様子、写真4、5はレッ

スン提案書の掲示板とそれを見ている受講者の様子である。

写真3:レッスンを提案するインストラクター

写真4:レッスン提案書の掲示板 写真5:写真4の掲示板を見る受講者

グループ・レッスンを担当するインストラクターには、 1時間半1500円の

謝金が払われている。10月 ・11月期には、北海道大学の学部生・大学院生、
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また日本語レベルが上級の留学生らによって、以下のようなクラスが提案

された。「やさ しい日本語の歌』、「中国人のための日本語』、『韓国人のた

めの発音クラス』、「日常生活のための会話』、『ひらがなカタカナ書き方教

室』、『映画で学ぶ日本語表現』、『小学生クラスJ Irリズムで学ぶ日本語』

などである。各クラスは、4-6回程度で構成され、パイ ロット的な活動

が試みられた。クラスの提案書の一部を資料3に、各クラスのインストラ

クターと受講者の声を資料4にあげた。写真6はインストラクター募集に

あたって開催した説明会の様子である。また、グループ ・レッスン終了後

には写真7のようにアフターセッションとして、インストラクターたちが

あっまって打ち合わせをする姿、インストラクターと受講者が話しこんで

いる姿や、食事をしに行く姿などが見られた。

写真E インストラクター説明会 写真7:アフターセッションの様子

3.3 個別対応のレッスン

個別対応のレッスンとは、受講生が5名未満で、謝金は支払われないク

ラスである。日程の都合などでグループ・レッスンには参加できない受講

生のために、インス トラ クターの好意により開講されている。

4. おわりに

2010年10月より、試行錯誤しつつ始められたイブニング・コースも、 3ヶ

月を終えようとしている。当初、「低コストで、随時、多くの学生を受け

入れる」ことを目的として開始されたが、その役割を果たしてきたと思わ

れる。このような活動を恒常的に維持するには、1)予算、2)場所の確

保、 3)事務サイドによる時間外の支援が必須事項であると考える。正規

の時間外のコースである以上、正規コースと同様の効果や規則を科すこと

はならない。そこに求められるのは、柔軟性である。重要なのは、受講生
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とインストラクターの間に、硬宣したクラス運営を課すのではなく、お互

いに希望や条件などを出し合って、柔軟なクラス開講をめざす、そのため

に、現在では、月曜日から金曜日までの連日、 17時から20時の間に、教室

を提供したり、教材コピーなと守の支援を行っている。北海道の長い冬の、

長い夜を、心身ともに健康に過ごすために、日本語を通じた国捺交流の場

が必要とされ、それは、母大学が率先して設けるべきものであろう。

留学生に北大を選択した理由を聞くと、「父母兄姉が北大へ留学してい

t.:'J という声も多い。「北大では家族を含めた留学生の日本語のケアが充

実している」という評判は、必ずや「北大留学リピーター」の増加につな

がるであろう O ここで日本語を学んだ留学生の家族が、将来、正規の北大

生となり、北大の国際交流推進に数的貢献を果たすことであろう。

注:

1 )一般日本語科目とは、北海道大学留学生センターが、学内の留学生・

研究員のために開講している日本語補習コースである。初級は年4回、

中上殺は年 2回、学生を募集しており、前者は 8週間単位(クォーター

制度)、後者は16週間単位(セメスター制度)のコースを運営している O

2) 日本語サロンとは、北大の女性教員・職員・および教員・職員の配偶

者から構成される「北大国際婦人交流会J によって提供されるボラン

テイア日本語教室である。

3) http:l /www.tappingtouch.org/jp/t_touch/index.htmlを参照した。

4) 2010年10月・ 11月に取り上げたのは、『カエルの歌~ 0"森のくまさん』

『大きな古時計~ 0"パラが咲いた~ 0"世界にひとつだけの花』下世界は

二人のために~ 0"上を向いて歩こう~ 0"赤いスイトピー~ 0"津軽海峡冬

景色~ 0"頭、肩、お腹、藤、足』である O

参考文献・参照URし
青木麻衣子・高楼彩 (2009)，-留学生サポート・デスク 一年の軌跡J 0"北

海道大学留学生センタ一紀要』第13号pp.118-134

北海道大学留学生センター留学生指導専門委員会 (2009)0"北海道大学留

学生学生生活実態調査報告書J
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資料1 イブニング・コースのちらし1o月用(英語版・中国語版)

〉五語主主
時

五_~ì:g:ìJt~ J三
u:我削ャ起倹~{d也学羽 目議 I

日?向ε 盛期一或民矧五

l 即 日 10!lQ 10/2:1 10126 10刷

回分科 I18:00-20:00 
T:m(l目玉.&fB1

叩1510119 聞い""" ，~

"'"伽I16.00-:Z0:00(Upor>f伺岨叫
FI~oo Intemallcnal刷酬C"nl.，/CIanI白山r

担包訟似~H完悦 2合言 。fHoItlulh;!o Unfvers旬

。M 帥"主~m.X (bab惨事胴咽同州
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資料2 r日本語イブニング・コース」インストラクター一覧

氏 名 所 属

高泉 拓 大学院文学研究科・博士後期課程

木村友樹 医学部保健学科 ・学部生

上林彰仁 理学院・修士課程

谷口博子 学外

掛 川 恵梨子 工学部・学部生

石戸谷 哲 文学部 ・学部生

宮本菜 美 教育学部・学部生

細野弥恵 学外

i奈 川 暁音 教育学部・学部生

木村香 菜 教育学部・ 学部生

金 モウン 留学生センター ・研修生

大野 修 学外

丘日 林 燕 留学生センター・研究生
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資料4 受講者とインストラクターの声

1. ~中国人のための日本語』

受講者の声:

「楽しいです。たくさん新しい単語

を知りません。そして、単語を覚え

やすい方法を教えてください。」

「おもしろいです。日本語の文法は

難しいです。聞き取り練習したいで

す。」

「先生はおもしろいです。たくさん

手伝ってくれます。(イブニング・コースは)試験とかプレッシャーがな

いで、す。」

「たくさん留学生と会う。色々な国の友だちができる。先生は、親切です。

元気です。おもしろいで、す。」

「自分でクラスを選ぶことができる。自由で、いい。」

r 1時間は長いので、途中で休み時聞がほしい。」

「自分の母国語で、日本語を勉強するのは楽で楽しい。(一般日本語コー

スの)復習としてももっと理解できる。」

「ロビーのクラスで、もっとたくさんのゲームをしてほしい。ゲームとか

遊びながら勉強したい。」

インストラクターの声 :

「日本語の数字から発音を練習するのは覚えやすいのでいいと思います。

簡単な日本語の歌を歌って、仮名を勉強するのもおもしろくて覚えやすい

と思います。中国語で学生さんに文法を説明するのは、自分の理解も深ま

るし、学生さんの質問で考えさせられ、考える機会(になっている)。イ

ブニング・コースは、他の日本語クラスと比べて、宿題もないし、テキス

トもないです。学生が圧力のない自由な雰囲気で勉強できます。」

「いろいろな授業が提案されましたが、参加する学生があまり多くないよ

うです。それに一度授業に参加しでも、自由にクラスを変える学生がいま

すので、対象が不安定になるという点が教える方にとってはちょっと困る

点です。」
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Z. ~ひらがなカタカナ書き方教室』

インストラクターの声 :

「誰でも参加できる点(がいい点)。

お子さんがいても参加できること、

普段、学生さんは日本人とふれ合う

機会が多いと思いますが、ご家族の

方はなかなかチャンスがない方も多

いと思うので、その方も参加できる

すばらしい場だと思います。またイ

ンストラクターとして教える機会を与えていただくことは、単なるサボー

ターではなく授業を持つ責任が発生するので、その継続により生徒さんと

インストラクタ一双方により良い影響を与えあっていると思います。」

「小さなお子さんがいる方に、日中にも(クラスを)ひらいてほしいと言

われました。出たい授業が重なっている場合、他の曜日に代替クラスがあっ

たら、と言われました。」

3. ~小学生クラス』 『学期途中で帰国する子どもの送別会』

受講者の声 :

i(イブニング ・コースは)何もおもしろい。好き。(難しいことは)あり

ませんよ。(学校では)国語、難しい。漢字、好き、ひらがな嫌い。」

「学校で6年生の漢字、難しい。(イブニング・コースでは)だいじようぶ。」

i(イブニング・コースは)おもしろい。漢字、ちょっと難しい。(イブニ

ング ・コースで出される)宿題、全部、花丸。」
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受講者(保護者)の声:

「すばらしい。絵本があればもっといい。絵本を見せて、意見を言わせれ

ばと思っている。」

「役に立つ。漢字、読めます。話せるようになった。」

インストラクターの声:

「インストラクタ一同士が仲良くなれている O 他学部の人と知り合えてよ

かった。(イブニング・コースでの活動を)他の活動に活かせている O 教

えることとして、役に立っている。」

「人が減ってきている。日本人インストラクターは減っている。」

「週l、2屈ではどうしようもない部分がある O どうがんばっても、サポー

トできない部分がもどかしい。そこが自分の課題。」

「自分が子どもに教えるとは夢にも患っていなかったので、クラスが持て

てよかった。(教育実習に行った経験があるが)日本語を教えるのは違う

けど、教えるのはおもしろいと思い出せた。(イブニング・コースは)自

自にやらせてくれるので、いい。(子どもたちは)宿題を出すと、毎回、ちゃ

んとやってくる O それがこちらとしても嬉しい。それで、、花丸を求めてく

る。」

r(子どもたちは)三者三様なので、(インストラクターが) z人だと足り
ない。マンツーマンじゃないと、っきっきりになれない。 3人が誰かとケ

ンカしている。」

4. Ii リズムで学ぶ日本語』

インストラクターの声:

「日本語の学習を通じて、日本人と外国人が交流する機会にもなっていた

ので、いいと思った。初めて外国人に日本語を教える機会に恵まれたので、

とてもいい経験になった。留学生や研究員が家族と一緒に参加できるので、

いいと思ったoJ

「各インストラクターが、外国人のニーズを路まえ、教科書に限定されず

独自に工夫した授業を提供していたので、他の日本語クラスとくらべてバ

リエーションが多いという印象を持った。」
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5. u"やさしい日本語の歌』

インストラクターの声:

「日本語を教えた経験がない自分(理

系の教員免許所持者で、非常勤教員

のf圭患食あり)でもインストラクター

になれて嬉しい。ただ、その立場に

甘んじているわけではなく、プロの

先生の日本語のクラスを見学して基

本のHowtoを学び、(日本語クラス

の教具にヒントを得て実際に作成したフラッシュカードを見せる)それを

自分のクラスでも実践している。今まで話したことのない固の人(アフリ

カ・東南アジア・ヨーロッパ)とも話せる。」

「プレ ・クラスのある火・金曜にいろんなクラスが集中しすぎていて、生

徒さんたちの選択の自由が狭まっている。そのため、現在の自分のクラス

は月曜に行っている。プレ・クラスのない日に千子うメリットはもうひとつ

あり、プレ・クラス後に飛び入りで来る学生が多いので、前からクラスに

いる学生と反応が違い、そのバランスをとるのが難しい。リピーターを大

切にするという方針から、プレ ・クラスのない日に開講している。」

，(ひらがなを読めるという自己申告の受講者でも五十音表は読めるが二

字以上が組み合わさって単語になると読めない人がいるので、)一つのク

ラスに集う生徒さんたちのレベルがぱらぱら。インストラクターとしてそ

れが一番の悩み。」

6. u"会話クラス』
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7 ~個別対応のレ ッスン』

インストラクターの声:

「留学生もインストラクターになることができ、いい学習の機会でした。

いろいろ学ばせて頂いております。」

「長続きしないインストラクター・学習者がやはり沢山いるようなので、

何らかの対策があればいいなと思いました。たとえば、プレ・クラスに入

るときに、試しなのか、継続的に来るのかをはっきりわけたほうがいいの

ではないかと思います。」

「自由な雰囲気で、出たい授業に出られるのがいいんですが、正規の授業

と違って、ややゆるい部分があるのも仕方がないと思います。」

「様々な国の留学生と接することができた。 レベルも色々なため、教える

にあたり良い経験となった。(コースに)指針がないので、どうやって教

えるかは(インストラクターに)任される。手探り、手探りですべてをし

た。J r中途で入って来る受講者のレベルが違うので、とまどった。画一的

ではないので、おもしろいと思う。反面、どこまで習得できるかはわから

ない。」

受講者の声:

「朝のクラス(一般日本語)には忙しくて出席できないが、イブニング・

コースなら、少し時聞があるので参加できる。(イブニング・コースが)

週3-4回あるといい。朝のクラス(一般日本語)は、システマティック

だが、スピードが速すぎる。イブニング・コースのようにゆっくりやって

ほしい(できればシステマティックに)。日本人は、主な単語を 1-2語

言えばわかるので、単語とコミュニケーションをゆっくりやってほしい。」

「問題点は特にないと思う。インストラクターの負担が大きいので、たぶ

ん難しいと思うが、週に 3~4 回開講されていたらもっとよいと思う。」

30ー



「普通体(カジュアルな会話)になれるために役に立つと思います。イン

ストラクターと友達になりましたoJ

「私が参加している日本語会話コースは、自分の会話力を伸ばすためにと

ても役に立っと思います。特に、新しい言葉を覚えました。」

「掲示板で(イブニング・コースのことを)知って、参加している O 一般

日本語も受講しているが、専門科目もあり(午前中は)忙しいこともある O

イブニングは時間があり、参加しやすい。ここでは、日本語だけでなく文

化など、多くのことを学んで、いる。映画クラスや歌や音楽などで学ぶこと

ができた。今は(イブニング・コースのクラスは)週2回だが、 3百あっ

たらいい。」

やました よしたか(留学生センター教授)

ほんま じゅんこ(留学生センター非常勤講師)

たなか さとみ(留学生センター非常勤講師)
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Mid-term Report of the Hokudai Nihongo Evening Course 

Y AMASHIT A， Y oshitaka， HOMMA， J unko and T ANAKA， Satomi 

Hokkaido University Nihongo Evening Course was designed for all the 

international students and researchers and their families who want to learn 

Japanese. This course is characterized by its flexibility of the schedule 

and course design. There is no placement test， no fixed textbook， nor 

homeworks. Its instructors are not professionals， but volunteers. 

The Evening Course consists of "Pre-class'¥"Individual Class" and 

"Post-class Sessions". AlI students participate in the "Pre-class" to begin 

with. Afterwards， they can choose an "Individual Class"， based on their 

needs or interests. Each "Individual Class" has more than 5 students and 

continues for three to five weeks. After finishing their language classes， 

students can also enjoy "Post-class sessions"， talking with Japanese people. 

The course has been so popular that more than twenty students have 

always been participating in the activities. We believ巴 thiscourse's 

system can servεas a model for other voluntary based Japanese languag巴

courses， because we accεpt new students at any time， and students can join 

whenever they want. 
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